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This paper presents development policy, method of constituting and thought, input/output example 

concerning the GUI of the BEST which is under development aiming toward user friendly,. 
 

 はじめに 
BESTの開発当初は、計算エンジン部分を主として開
発し、GUIは必要最小限のものを用意する予定であった
が、BESTの普及のためにはユーザーフレンドリーな入
力ツールの提供が必要であると方針を転換し、入力から

出力およびバックデータのメンテナンスも可能な GUI
を用意することになった。本報では、BEST の GUI 入
出力部分について紹介する。 

 
１．ＧＵＩの開発方針と概要 

BEST は建物全体のエネルギー消費量の算出を目指
しており、その計算のために入力すべき情報は膨大でか

つ複雑に関連したものを扱うこととなる。表１に示す

GUI開発方針の下に開発を進めている。 
表１ BESTのGUIの概要 

 

２．入力 

2.1 入力データ作成支援機能 

GUIで入力するデータには目的の値の他に名前（ソー

ス用、画面用、TSC21 Naming）、単位、デフォルト値、最

大値、最小値などのプロパティを付属し、オブジェクト

として扱う。データのオブジェクト化により、データの

伝達が正確に行える、データの永続性・再利用が容易と

なる、入力画面作成や入力データのチェック・単位変換

の自動化などが可能となるなどのメリットが期待できる。 

• 中央熱源（下記×２組）
– 冷温水発生器

• 冷却能力 527 kW
• 加熱能力 340 kW
• 冷温水 1,512 L/min
• 冷却水 2,500 L/min

– 冷却塔 ファン 3.8 kW
– 冷温水ポンプ 11 kW
– 冷却水ポンプ 11 kW
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図１ 計算エンジンクラス(下)とGUI部品(上)の対応 

開発方針 マルチユーザーからの多種多様の膨大な入力

データを効率よく作成支援し、計算エンジンにデータを確

実に渡し、結果を効果的に表示できるGUIを開発する。 
入力データ作成支援 
・デフォルト値の用意 
・入力データのチェック機能（上下限値のチェック） 
・3Dモデルのスケルトンの自動作成 
・位置・方位の自動認識、面積等自動計算など 
グローバルツールとして 
・Java言語による開発 
・入力単位の指定、画面の英語表記（将来） 
・入力データのオブジェクト化、データの共有、再利用 
3Dによる入出力インターフェース 
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BESTのシステム構築部分はJava3Dにより開発した３

ＤによるGUIとした。画面に表示するシステム構成部品

は、計算エンジンのクラスとの対応を意識して構成され

ている。図1は、GUIの熱源周りの部品と計算エンジン

の熱源Macroクラスの対応例を示したものである。 

（GUIの自動データ作成機能） 

 BESTは隣室計算、Space間の空気の移動、昼光利用
などの計算が可能である。これらの計算のためには、

Space、窓、照明器具の３次元座標の情報やSpaceの隣接

情報など空間認識が必要となる。GUIの仮想３Ｄ空間で

自動認識可能な情報には次のものがある。長さ、面積、

点・線分・面・立体が占有する空間や座標、ベクトル（方

向・距離）、上下左右の位置関係などである。GUIでは可

能な限りこれらを自動認識あるいは自動計算で情報を拾

い出すことでユーザーの入力を不要としている。例えば

Spaceの床面積、壁面の方位や傾斜角、Spaceを構成する

壁面相互の輻射計算のための壁の位置情報、分散熱源機

器の能力補正のために必要な室内外機の高低差や冷媒配

管長の情報、ポンプの揚程計算のための高低差などの情

報は、ユーザーが構築した３Ｄモデルから自動でＧＵＩ

プログラムが用意する。さらに、標準建物モデル（サイ

ドコア、センターコア、ダブルコア、SHASEモデル）に 

 
図２．３D表示による設備総合図（躯体を非表示） 

 
図３．システムの構築画面例（平面、側面の透視図） 

対する標準設備モデルを自動発生する機能を用意してい

る。例えば、建物モデルタイプ、階数、延床面積、規準

階平面アスペクト比などの基本情報を入力すると、自動

的に図２のような総合設備モデルを構築する。この自動

生成されたモデルには、計算に必要な各種情報に対する

デフォルト値が用意されているので、直ちに計算が可能

である。自動生成されたモデルに対してユーザーが詳細

仕様を付加し、必要に応じて設備機器の場所やSpaceと
の関連付けなどの設定変更を行うことで、短時間で様々

なケーススタディが可能となるように配慮している。 
2.2 入力GUIの構成 

GUIは作業内容、手順、マルチユーザー対応などを考

慮して次の構成としている。 

① 共通データの入力 
② 建物仕様の入力 
③ 設備仕様の入力 
④ 設備システムの構築 
⑤ 計算実行 
⑥ 結果出力（グラフ・表） 

 図３は設備システムの構築のためのGUIである。メニ

ュー、３Dオブジェクト部品ツリー、階指定ツリー、作

業平面図、正面図、側面図、自由視点図からなる。 

 
図４．電気設備のみ表示した例（ＥＶ、照明器具） 

 
図５．衛生設備の例（受水槽、ポンプ、排水槽など） 
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操作は、作業する階を表示し３Dオブジェクト部品を
指定すると、作業平面の中央に指定した３Dオブジェク
ト部品が表示される。必要に応じて移動し、ダクトや配

管などを接続しシステムを構築する。作業平面図～自由

視点図は同時表示（図３）の他に単独表示（図２）とし

て作業が可能である。 
2.3 入力例 

BESTは建物全体のエネルギー消費量を各種負荷と設

備を連成して解くことを基本方針としている。建物オブ

ジェクト、各種設備オブジェクトは同一の３D仮想空間 

に構築する。作業性を考慮して特定の設備や部品のみを

表示する機能を用意している。図４は電気設備（照明器

具と EV）と建物部品（床、階段）を表示した例である。

昼光利用の検討を考慮して個々の照明器具を配置するこ

ととしている。図５は衛生設備（受水槽、揚水ポンプ、

排水槽、排水ポンプ、給排水管）の例である。配管は分

岐や長さ情報を拾うことが可能であるので、将来はポン

プの揚程計算や配管サイズの自動選定なども可能となる。 

 

３．出力 

3.1 出力プログラムの構成と考え方 

BEST0703 (パイロット版)の出力では、２次元グラフ表

示プログラムと３次元グラフ表示プログラムの２本のプ

ログラムが用意されており、何れもBESTのメニュー画面

から呼び出すことができる。これら出力プログラムの開

発にあたっては、次の点を考慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) いろいろな分野の人が様々な目的でBESTを利用す
るため、それに対応できる柔軟な出力。 

2) 入力ミスや結果の内容が素早く把握が出来るよう、
計算結果を簡単な操作でビジュアル表示。 

3) 出力結果のプレゼンテーションでの利用。 
4) フリーソフトウェアライブラリの活用。 
a)２次元グラフ － JFreeChart  1) 

b)３次元表示 － Java 3D API 2) 

3.2 出力プログラムの概要 

出力先のフォルダ内には、室温、機器の状態値、消費 

電力量など計算された膨大な項目を含む出力ファイルが

収納されている。そのため、プログラムでは、図６に示 

すように、まず出力ファイルを指定したあと、項目、表

示期間を選択してから、必要とする値だけを読込んでグ 

ラフを描画する流れになっている。また計算結果のファ 

イルには、今後のサードパーティーによる開発も想定し、

CSV形式など利用しやすいファイル形式を用いている。 

3.3 出力例 
(1) ２次元グラフ出力 
２次元のグラフには、時系列(月、日、時、分)折線グ

ラフの他に、棒グラフ、円グラフが用意されている。 

折線グラフ、棒グラフは５項目まで表示することができ

る。また、動力の合計や負荷の比較をするために、項目

同士の加減算する機能も付加した。 

 グラフの設定画面を図７に、表示例を図８、９に示す。 

(2) ３次元グラフ出力 
３軸のうち、２軸が、日－時間軸、曜日－日軸、月－

日軸の何れかの、棒グラフ、リボングラフ、面グラフが

表示できる。 

また、これらグラフはマウスの操作により、拡大縮小、

回転、移動が可能であり、グラフを見やすい位置に設定

できる。表示例を図１０、１１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図６ 出力のフロー図 
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図７ グラフ設定画面 

空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集｛2007.9.12 〜 14（仙台）｝



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

 BESTは、開発プロセスを反復して行うアジャイル開発

の手法を取り入れているため、今年度中に数回リリース

が行われる予定である。今後は、本報で紹介した入出力

を基に、関係者の意見を取り入れながら、ユーザーフレ

ンドリーな入出力を目指して完成度を高めていきたいと

考えている。 
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図10 リボングラフ表示例 

図11 面グラフ表示例 

図９ 棒グラフ表示例 

図８ 折線グラフ表示例 
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